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複合誘電媒質の電界分布測定法

　　　電解液の代りにアカダツク

　衆知のとおη，軍一誘電媒質内の艀電界分布はいわゆ

　る電解槽電位分布測定法で，實験的に求めることができ

　る．ところが2個以上〔例えば空氣と他の誘電駿）の存

在する揚合の電解分布は，もし電解液を用いるなら導電

率の異つた（その導電率が誘電率比に等しい〕電解液を

一定境界面で柑接するように設ける必要があU；その隔

壁が問題となる・我々の實験室では高周波加熱用電極の

研究を行つている關係上，このような複合誘電媒質（こ

の場合は塞氣と被加熱齢例えば木材）に種々の電極に

よ口電題を印加した揚合の電界分布を測定する必要が生

　じ，種々の方法を賓施して比較的容易な解決法を見出し

得たので，御凄考に供したい．

　問題を2次元にかぎることにして，舐抗礁としてコロ

イド・カーボン膜　アカダック）を使うことにした．帥

ち適常な大きさのガラス板の全画に蒸溜水で稀繹したア

カグックをブラシで均一に塗り，乾燥後に異種媒質俄タ

の場合は被加熱盟）に粗當する部分にだけその誘寛雍比

に相雷して4～5回更にアカダックを塗布する．かくす

るとアカダッ燃の厚さに差を生じ從つて實効導電率

を異にする複合媒質を得ることができる．電界分布の測

定は第ユ岡に示すように電極をガラス板上部から押Lつ

け，直流ブリッヂで電位分布を求めればよい．

　この方法の第一の難鮎はアカダック膜を一様に作るこ

とで，我々も實験當初は頭をなやました．その要領は，比

較的やわらかいブラシでただ一回だけ塗伍して決してな

　　　　　　　　　　　　　　ぞらないこと，及び薄膜

　　　　　　　　　　　　　　の厚さを甫すときは必ず

　　　　　　　　　　　　　前に塗布した膜が乾燥し

　　　　　　　　　　　　　てから後で塗り足すこ

　　　　　　　　　　　　　　と．なお導霊牢ば大誼塗

　　　　　　　　　　　　　布回殿に比例して婚大し

　　　　　　　　　　　　　て行くようである．もう

　　　　　　第工圓　　　　　一つ注意を要する。？は，

電極と薄膜の間の接燭抵抗が馬鹿にならぬことで，この

ために電位分布が歪む恐れがある．銅電極を使つて薄膜

との間に銀紙を挑むと好糾r果が得られる．なお薄膜の實

敷導竃寧を測定するには小型圓儒駅電極を封立させてそ

の距離を順次離し，この際の抵抗と距離をセミログ紙に
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プ恥トして，その傾斜から求めるとよ・・．索2囲に寅

測結果の一例を滲考のため褐げた．（1949・8・9電氣・

齋藤成丈・須田徳藏

　　　　　　　　　　　第2岡

　　2　　　附匁バイトのろ5付け

　　　　　　　　亭輕に取をつける秘訣

　超硬合金，高速度鋼等の附匁バイトは切削戴暢として

の利用贋値が非常に大きいから，中小機械工場がその工

場で必要なバイトを作ることをおすすめしたい．そこで

できるだけ簡軍な設備を使つて，ろう付けする方法と技

御腰鮎について，二三私の紹験を述べてみよう．

　→般に行われている方法は鍛邉用嘘で電動邊風鵜手

動逡風概木製ふいごのいずれかをf史つて，照苞鍛棲

乃至はろう付けをするにある．そのうちでもろう付けが

いちぱん手輕で，すこL．注意すれぱチッフの成分を大し

ていためずに使用者の便利な型の匁型に作ることができ
る．

　附匁するには燃料は木炭（堅炭）がよい．豫めチップ

とシャンクの接着部を研磨してよくなじませ，あり倉せ

の銅材を02－0．Rmmくらいの厚みに延し，チップの約

1．5麿大に切ロ，珊砂を小量用意する．先ず燈に火を入れ，

シャンクの接合部にチップをのせ，櫨に入れ，火力を

張める・次第に温度が上り，シャンクとチップが暗赤色

（6りo℃　くらい）にな嘱つたら燈から取り出し，　シャンク

の接合部に棚砂を小量のせると，波歌になる．そうした

ら銅片をのせて〔第1閻）再び都かに蜘こ入れる．この

とき突切バイトのような狭い小さいチップ’は火床の中で

落ちやすいから，はじめから接着剤をはさんで結びつけ

ておくがよい（第2圖．

　木炭の揚合は最為温度がユ00Q℃（黄色）であるが，

淡赤色（850℃くらいノになつたら銅片が溶解するから

火力を弱め7“しばらく”そのままの歌態でおき，チップ

の位置ガ毘しいか調べて，正しくない揚合はすばやく口

細の鍛造用箸か銀線ようのもので正常に直して，静かに

櫨から取り出す．この場合チップが商速度鋼（ハィス）

なら赤色（700℃）一淡赤色（85D℃）の間K途風機の風口

或は焼入オイル（植物性油）で冷すと硬度がj曾す．ハィ

スの場合は高温慶（淡黄色工100CCくらい）が適當な蘭

入温度だが　接含荊の熔解黙がそれ以下だから熔解温度

の高い錬鐵の削り屑に棚砂をまぜて使つてもよい，

●

亀

，，


